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この感情から論を興したが，結局のとこ
ろ．それは大学が自身でまねいた結果だ
った。違和感の正体は，まだかろうじて
学者内に残っている本来の学問精神と，
社会が持つ大学という機能との衝突から
うまれた自省の念だ、った（といいたい）。
であれば．話が早い。まだ違和感がある
うちに，大学は学聞を通じて得られる批
評精神を自らに用いて常に襟を正し，理
想、を信じ理想、に生きる行動を全うすれば
u、v'o
60 
（注）
1)旺文社教育情報センターによる「平成
29年度 日本の大学データ」より
2）磯谷桂介， 2004，「日本の産学連携と大
学改革の進展」『経済産業ジャーナル1
2004年5月号独立行政法人経済産業
研究所．
3) H27.6.8.科学技術・学術審議会戦略
的基礎研究部会「戦略目標等策定指針J
など。経産省系ではH26.6.産業構造審
議会産業技術環境分科会研究開発・評
価小委員会「中間とりまとめJとその
参考資料等
（京都大学学際融合教育研究推進センター
准教授／学問論，大学論）
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